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1. はじめに 

 建設分野においては、人々の日常生活を支える社会基盤としての河川や道路（いわゆる公

物）を適正に維持・管理することが重要な業務として存在する。そのためには公物管理調書や

各種申請書など膨大な種類と量の情報を整備する必要があるが、現在は関係各部署が個別

の台帳を持つなど独自の方法で管理している状況にあり、業務の効率化を図るため標準化・

共有化された方法での情報管理が求められている。このような社会的背景を念頭に置き、本

研究は、「業務改善・IT活用・効率化」（ITを活用した業務改善と業務の効率化）という観点か

ら、公物管理のための情報化の仕組みと理論的枠組みを調査研究することを目的とする。具

体的には、次世代の標準的情報社会基盤の担い手として整備が進められている「Uコード」と

呼ばれるモノ・情報の識別子を用い、公物およびその管理業務を電子化し一括管理すること

を目標とする。また、情報をアーカイブ化・データベース化し、実際の業務を支援するためのシ

ステム構築への足掛かりとなることも目指す。本取り組みは、最終的には、来たるユビキタスネ

ットワーキング社会における官の代表的な取り組み事例として認識され得るという大きな意義を

持つと考えられる。 

 本研究は、まず河川・道路・都市等における公物管理の現状についての把握から始める。具

体的には、現在維持・管理されている公物にはどのような種類の物があり、またそれらはどのよ

うに扱われている（データ化・管理されている）のかを調べる。その際、物だけではなく、管理に

付随する業務やそれに伴い発生する情報（たとえば、事故や破損の日時・程度・状況など）に

ついてもどのようなものがあるかを把握する。引き続き、以上から得られた知識をもとに、それ

ぞれの場所・モノ・事象に、固有の識別子であるUコードを振ることにより、公物管理情報のデ

ータ化・一括管理が可能となるかどうかを検討する。最終的には、公物管理データの効率的な

整理および関係付けの枠組みを考案し、あらゆる組織・人に共有化されたデータベース、言い

換えれば、いつでも・どこでも・だれでもが利用可能仕組みや情報システムの構築を目指すも

のである。 

 

2. 公物管理の現行業務と将来業務イメージの比較 
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 公物管理に関する業務は，情報収集・情報管理・情報活用の大きく3つに分けて考えること

ができる（図1）。まず情報収集については，通常の道路巡回（パトロール）によるものと，住民

からの苦情通報等の外部要請あるいは道路監視カメラからの情報に基づく緊急パトロールが

ある。どちらも最終的に情報管理のため巡回日誌を作成し，このようにして作成された巡回記

録データは，後に状況把握・設計要否確認・巡回履歴確認などの目的で情報活用されるとい

う流れになっている。 

 

 
図1：公物管理業務の仕組みと流れ 

 

 通常パトロール（道路巡回）による情報収集において，現在問題になっている点をいくつか

挙げると， 

· 巡回前事前準備において，危険箇所・未処置箇所の確認を文書からおこなうことに時間が

かかる 

· 現場での場所・状況確認のために台帳附図との照合が必要になり，迅速・適切な現地対応

が困難である 

· 台帳の情報自体が正しくない（最新の情報に更新されていない）場合がある 

· 作業記録・報告に際して，現場でのリアルタイムのデータ入力や出張所あるいは他機関との

情報連携ができない，また，人による記録方法の相違や類似書類の二重作成など効率性に

関する問題がある 

 同様に外部要請に基づく緊急パトロールに関しても， 

· 住民からの苦情情報の履歴共有ができていないため，毎回対応策の検討に時間を要する 

という問題がある。 

これらの問題に対して，公物データの一元管理・標準化（台帳の電子化）ならびにICタグによ

る附属物情報の取得をおこなうことにより，現地でのより迅速な業務対応が可能となると考えら
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れる。具体的には， 

· 情報が共有化されるため，事務所から出張所への問い合わせが減少する 

· 他出張所の事例を参考に短時間で対応することが可能となる 

· 住民の問い合わせから回答までの時間が短縮される 

ということが大きな効果として挙げられる。 

 たとえば，住民から苦情情報を受けた際に，過去に同様の問い合わせがあったかどうかを知

りたい場合があるが，そのためには，現状では苦情受付対応票や各種台帳・帳票など紙の資

料を検索することが必要になる。標準化された公物情報が整備されていれば，データベース

を苦情の内容，相談者の名前，目標物，年月日などで即時に検索することができ，業務時間

の短縮が可能になると想定される。 

 さらに，これらの効果は，災害時対応，道路占有許可，道路埋設物管理，特殊車両通行許

可，各種申請手続き，許可書確認，事故防止，事故発生確認などの場面においても役立つと

考えられ，波及効果も高い（図2）。 

 

 

図2：公物管理の現行業務と本研究の効果イメージ 

 

3. 国道事務所の考えられるデータモデルについて 

 

3.1 機能構成図（DMM） 

国道事務所の重要な機能である道路事業は大きく以下の7つに分類できる（図3）。 
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A. 調査 

B. 計画 

C. 設計 

D. 用地 

E. 積算 

F. 工事 

G. 道路管理 

 

 
図3：道路事業の機能構成図 

 

これらのうち，本研究のテーマである道路管理についてさらに詳しく見ると，以下のように分類

することができる（図4）。 

G-1. 調査 

調査準備，実施計画，現地確認，評価・判断，対応・検討，業務報告 

G-2. 計画 

計画準備，業務計画，計画策定，効果評価，業務報告 

G-3 設計・積算 

設計準備，業務計画，設計，積算，業務報告 

G-4. 用地 

取得準備，取得計画，補償算定，交渉，用地取得 

G-5. 工事 

発注準備，施工計画，施工，中間検査，竣工検査，完了報告 

G-6. 台帳管理 

更新準備，補正・更新，検収，蓄積管理 
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G-7. 許認可 

申請，確認・審査，許可判断，業務報告 

G-8. 規制・指導 

実施準備，業務計画，規制・指導，業務報告 

 

 
図4：道路管理の機能構成図 

 

3.2 機能情報関連図（DFD） 

以上の業務・機能について，さらに詳しく分析し，機能情報関連図の形でまとめたものが次の

図5である。 
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図5：情報機能関連図 

 

この中で，とくに台帳管理に焦点を当てて分析すると次の図6のようになる。 

 

 

図6：台帳管理 

 

 以上の業務分析が示すように，公物管理業務には，様々な種類かつ膨大な量の情報の収

集・管理・更新が必要であり，個々の情報に関してそれぞれ独自の方法が取られている。当然

ながら，現状においても，国道事務所および各出張所の担当者が正確に業務を遂行している

のであるが，業務の更なる効率化・高度化を要請されている昨今では，情報管理の方法につ

いての考察が不可欠であると考える。本研究では，公物情報管理に関して，公物そのもの，公
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物に関する情報，公物管理業務に付随する情報の標準的・一括管理を目指すためのシステ

ム案の考察・提示をおこなう。 

 次項では，公物管理業務に付随する情報（業務帳票）および公物に関する情報（公物管理

台帳）について，その種類，データ項目等について見ていく。 

 

3.3 業務帳票一覧および帳票別データ項目 

(1) 調査 

(a) 苦情対応（行政相談処理） 

 (i) 行政相談処理表 

受付日，受付形態，受付担当者，相談者，場所，相談内容，対応内容，回答，図

面・写真 

 (ii) 現地確認結果書（行政相談処理表内に記述） 

 (iii) 作業処理打合せ書 

打合せ日，作業処理日，施工場所，施工内容 

 (iv) 巡回処理作業日報 

実施日，請負者，出役，施工場所，施工内容，材料・機械 

(b) 道路巡回（道路パトロール） 

 (i) パトロール予定表 

 (ii) パトロール日誌 

 (iii) パトロール野帳（個別メモとして対応） 

 (iv) 作業処理打合せ書 

 (v) 巡回処理作業日報 

(c) 事故対応 

 (i) 事故受付票 

 (ii) 損傷事故受付簿 

 (iii) 道路損傷確認書 

 (iv) 事故速報（定められた様式なし） 

 (v) 道路損傷カード 

 (vi) 作業処理打合せ書 

 (vii) 道路損傷復旧工事完了報告書 

 (viii) 特殊車両事故報告書 

 (ix) 措置命令書 

(d) 構造物点検 

 (i) 橋梁管理カルテ 

 (ii) 橋梁点検調書 

 (iii) トンネル台帳 
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(2) 台帳管理（以下の管理台帳一覧を参照） 

(a) 台帳附図 

(b) 台帳調書 

(3) 許認可 

(a) 道路占有許可 

 (i) 道路占有許可申請書 

 (ii) 占用許可書（決裁用） 

 (iii) 占用許可所（提出用） 

(b) 特殊車両通行許可 

 (i) 特殊車両通行許可申請書 

 (ii) 申請受理台帳（内訳表） 

 (iii) 特殊車両通行許可協議回答書 

 (iv) 特殊車両通行許可証 

 (v) 条件書 

 (vi) 不許可通知書 

 (vii) 特殊車両許可状況報告書 

(4) 規制・指導 

(a) 特殊車両指導取締 

 (i) 特殊車両指導取締調書 

 (ii) 特殊車両取締調査表 

 (iii) 指導報告書 

 (iv) 措置命令書 

 (v) 年次報告書（システムで集計出力） 

 

3.4 管理台帳一覧および台帳別データ一覧 

(1) 道路調書 

(a) 道路台帳調書 

(b) 実延長調書 

(2) 敷地調書 

(3) 舗装調書 

(a) 舗装調書（総括） 

(b) 舗装台帳 

(4) 橋調書 

(a) 橋調書 

(b) 点検記録 

(c) 補点検記録 
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(d) 一般図等 

(e) 管理台帳 

(5) トンネル調書 

(6) 歩道橋調書 

(a) 歩道橋調書 

(b) 補点検記録 

(c) 一般図等 

(7) 擁壁調書 

(8) 線共同溝調書 

(9) 照明調書（次節で述べる情報管理システムでは対象公物の一例として照明を取り上げた

ため，本調書のみ細項目まで紹介する） 

(a) 照明調書（総括） 

図面対象番号，単位区間名，上下線区別，番号，路線名，事務所名，場所，設置情報，

照明情報，照明調書附図，図面 

(b) 照明調書 

図面対象番号，路線名，設置情報，照明情報，設置工事業者名，電力会社営業所，そ

の他，照明ポール形式，一般概要図（側面），付近現況写真，保守経歴 

(10) 標識調書 

(11) 信号機調書 

(a) 信号機調書（総括） 

(b) 交通信号機等調書 

(12) 防護柵調書 

(13) 排水施設調書 

(14) 並木調書 

(a) 並木調書（総括） 

(b) 並木調書一覧 

(c) 並木調書附図 

(15) 地下鉄調書 

 

3.5 全体実体関連図（ER図） 

 以上の業務分析に関する考察をまとめ，全体実体関連図としてまとめたものが以下の図7に

なる。管理の対象となる公物が中心にあり，その左には公物管理台帳，右には各種付随業務

が示されている。 

 次項においては，この図の左部分の公物管理台帳と右上部分の苦情・事故対応に関連する

情報管理・業務支援を目的として，プロトタイプ的に開発したシステムについて述べる。 
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図7：全体実体関連図 
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4. 公物管理情報システム案の構築 

 以上のような現状の課題，とくに膨大な種類と量の情報とそれに付随する業務の効率化に対

応するため，本研究では公物管理情報システム案を構築した。大きくは，情報の標準化およ

び共有化による業務の効率化を目的とし，その際に，現状のデータ管理方法は大幅に変える

ことがなく，また現場の利用者の方に変更を過度に意識させることのない方法として，公物，台

帳，帳票，さらにそれに付随する各種業務（事象）に「uコード」と呼ばれる識別子を振り，情報

の管理・検索（なかでも歩道を歩いてのパトロールなど現場での作業）に資するよう設計した。 

 本システム案の設計に際しては，公物管理台帳（あるいは苦情受付対応票）をスキャンし電

子化したものをデータとして用い，一からデータを打ち込むという作業を回避しながらどの程度

業務に対応できるかを検証することも目的のひとつとしている。 

 

4.1 機能構成 

(1) ucode管理情報登録・変更・削除：公物の管理情報を登録・変更・削除する。 

(2) ucode管理情報検索（事務所PC）：全文検索エンジンによる検索をおこなう。 

(3) ucode管理情報検索（携帯端末）：ucodeQRタグを読込んで公物管理情報を表示する。 

(4) 台帳PDFアップロード：事務所PCからPDFファイルを情報管理サーバにアップロードする。 

(5) メンテナンス情報登録：実運用にて想定されるメンテナンス作業。 

(6) 管理情報ダウンロード：ucode管理情報をCSVファイルに出力する。 

 以下では，本情報システムの詳細について，これら各機能の説明とともに詳しく見ていく。 

 

4.2 各機能の説明 

１．メニュー画面を開く 

１） 図面管理システムにログインする 

(a) インターネットエクスプローラを起動する。 

(b) イ ン タ ー ネ ッ ト エ ク ス プ ロ ー ラ の ア ド レ ス バ ー に 図 面 管 理 シ ス テ ム の ア ド レ ス

（“http://133.11.240.212/plan/”）を入力する。 

(c) ユーザー認証（ユーザー名、パスワード）を入力し、図面管理システムにログインする 

２） メニュー 

以下の図のようなメニュー画面から機能を選択する。 
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・ 「管理情報登録」ボタン：  『管理情報入力』画面へ移動 

・ 「管理情報変更」ボタン：  『検索条件入力』画面へ移動 

・ 「管理情報削除」ボタン：  『検索条件入力』画面へ移動 

・ 「検索」ボタン：   『検索条件入力』画面へ移動 

・ 「ＰＤＦアップロード」ボタン： 『検索条件入力』画面へ移動 

・ 「ダウンロード」ボタン：  『ダウンロード』画面へ移動 

・ 「アップロード」ボタン：  『アップロード』画面へ移動 

 

２．公物管理情報の登録をおこなう 

 本機能は，公物に関する情報を新規に入力する際の利用を想定している。実際には，既存

のデータベースや台帳・帳票などの紙情報があるため，それらの利用を考えることが手始めと

して得策であるが，今後このような情報管理システムが実用化に至った場合には，一からデー

タを入力するという作業も発生すると考えられる。 

 情報の登録作業の最後には，登録した情報に付与された固有の番号（uコード）を2次元バ

ーコード（QRコード）の形で出力・印刷し，公物そのものあるいは台帳・帳票に貼ることができる

ように設計している。 

 

１）管理情報入力：公物の管理情報を入力する 
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(a) 各項目に設定値を入力する。 

・ 登録品名（※） 

・ 登録年月日（※） 

・ 登録者（※） 

・ 担当者（※） 

・ 設置場所（※） 

・ 管理所轄（※） 

・ 緯度 

・ 経度 

・ メンテナンス日（※） 

（※）は入力必須項目 

(b) 入力が完了したら「登録」ボタンを押す（『管理情報確認』画面へ移動） 

(c) 処理を中止する場合は、「メニューへ戻る」ボタンを押す（『メニュー』画面へ移動） 

 

２） 管理情報確認：登録する公物管理情報の確認をおこなう 
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(a) 登録する場合、「確認」ボタンを押す（『管理情報登録完了』画面へ移動） 

(b) 処理を中止する場合、もしくは設定値を再入力する場合は、「戻る」ボタンを押す（『管理情

報入力』画面へ移動） 

 

３） 管理情報登録完了：登録した公物管理情報の確認をおこなう 

 

 

 

(a) 詳細内容を確認する場合、「詳細」ボタンを押す（『管理詳細情報』画面が別ウィンドウで開

く） 
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(b) 「次へ」ボタン押下す（『ucodeQR発行』画面へ移動） 

 

４） 管理詳細情報：管理情報の詳細を表示 

 

 

 

閲覧を終了する場合、「閉じる」ボタンを押す（『管理詳細情報』画面を閉じる） 

 

５） ucodeQR発行画面：ucodeQRの発行をおこなう 
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(a) 「ucodeQR印刷」ボタンを押す（『ucodeQR発行』画面へ移動） 

(b) 続けて公物の管理情報を登録したい場合、「続けて登録」ボタンを押す（『管理情報入力』

画面へ移動） 

(c) 処理を中止する場合は、「メニューへ戻る」ボタンを押す（『メニュー』画面へ移動） 

 

６） ucodeQR印刷完了：ucodeQRの印刷完了の確認をおこなう 

 

 

 

「戻る」ボタンを押す（『ucodeQR発行』画面へ移動） 
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３．公物管理情報の変更をおこなう 

 本機能は，通常巡回（パトロール）または住民からの苦情への対応に伴う公物の維持管理（メ

ンテナンス）において情報の更新をおこなう際の利用を想定している。現状では，現場で野帳

等にメモした情報を事務所・出張所に持ち帰り，デスクトップにあるパソコンから情報を入力し

てデータ更新をおこなうというのが主な業務形態となっているが，携帯端末（ユビキタスコミュニ

ケータ）を用いて情報の更新を現場にいながらにして即おこなうことが可能となれば，他の出

張所での最新の情報参照なども可能となり，業務の効率化・高度化に大きく貢献すると考える。

（以下でさらに詳しく述べるが，更新すべき情報を探すために，情報の検索機能も本システム

に盛り込まれている。） 

 

１） 検索条件入力：検索する条件を入力 

 

 

 

(a) 検索する条件を入力（検索条件を何も入力しないで検索すると登録されている管理情報

が全件表示される） 

(b) 「検索」ボタンを押す（『検索結果表示』画面へ移動） 

(c) 処理を中止する場合、「メニューへ戻る」ボタンを押す（『メニュー』画面へ移動） 

 

２） 検索結果表示：検索条件に合致した結果を表示 
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(a) 変更する公物の管理情報の「変更」ボタンを押す（『管理情報入力』画面へ移動） 

(b) 処理を中止する場合、「戻る」ボタンを押す（『検索条件入力』画面へ移動） 

 

３） 管理情報入力：変更する項目に設定値を入力 

 

 

 

(a) 修正する項目に設定値を入力 

(b) 修正が完了したら「変更」ボタンを押す（『管理情報確認』画面へ移動） 

(c) 処理を中止する場合、「戻る」ボタンを押す（『検索結果表示』画面へ移動） 
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４） 管理情報確認：変更した設定値の確認をおこなう 

 

 

 

(a) 詳細内容を確認する場合、「詳細」ボタンを押す（『管理詳細情報』画面が別ウィンドウで開

く） 

(b) 表示されている公物の管理情報に変更する場合、「確認」ボタンを押す（『管理情報変更

完了』画面へ移動） 

(c) 処理を中止する場合、もしくは設定値を再入力する場合は、「戻る」ボタンを押す（『管理情

報入力』画面へ移動） 

 

５） 管理詳細情報：管理情報の詳細を表示 
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閲覧を終了する場合、「閉じる」ボタンを押す（『管理詳細情報』画面を閉じる） 

 

６） 管理情報変更完了：変更した設定値の確認をおこなう 

 

 

 

「一覧へ」ボタンを押す（『検索結果表示』画面へ移動） 
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４．公物管理情報の削除をおこなう 

 本機能は，公物情報が何らかの理由で不要あるいは過去のものとなった場合に，その情報

を削除する際の利用を想定している。 

 

１） 検索条件入力：検索する条件を入力 

 

 

 

(a) 検索する条件を入力する（検索条件を何も入力しないで検索すると登録されている管理情

報が全件表示される） 

(b) 「検索」ボタンを押す（『検索結果表示』画面へ移動） 

(c) 処理を中止する場合、「メニューへ戻る」ボタンを押す（『メニュー』画面へ移動） 

 

２） 検索結果表示：検索条件に合致した結果を表示 
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(a) 削除する公物の管理情報の「削除」ボタンを押す（『管理情報確認』画面へ移動） 

(b) 処理を中止する場合、「戻る」ボタンを押す（『検索条件入力』画面へ移動） 

 

３） 管理情報確認：削除する公物の管理情報を確認 

 

 

 

(a) 詳細内容を確認する場合、「詳細」ボタンを押す（『管理詳細情報』画面が別ウィンドウで開

く） 

(b) 表示されている公物の管理情報を削除する場合、「削除」ボタンを押す（『管理情報削除
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完了』画面へ移動） 

(c) 処理を中止する場合、「戻る」ボタンを押す（『検索結果』画面へ移動） 

 

４） 管理詳細情報画面：管理情報の詳細を表示 

 

 

 

閲覧を終了する場合、「閉じる」ボタンを押す（『管理詳細情報』画面を閉じる） 

 

５） 管理情報削除完了：削除した公物の管理情報の確認をおこなう 
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「一覧へ」ボタンを押す（『検索結果表示』画面へ移動） 

 

５．公物の管理情報およびＰＤＦの検索をおこなう 

 本機能は，管理業務に際して必要な情報を迅速に探し出すことを可能にするために，公物

管理データの検索をおこなえるようにするものである。現在では，このような情報検索は，熟練

した技術者が，紙の台帳・帳票をめくっておこなわれている。ただ，今後の熟練技術者の異

動・退職，また，詳細な知識の無い初心者あるいは外部委託業者による作業，さらには非常

時・緊急時の対応を考えた場合，「どこに」，「何の」情報が「どのような形で」あるかということが，

個人の頭の中だけにあるという事態は極力避けたいという一面もある。そのような背景を考えて

も，本検索機能は業務の効率化・高度化に寄与すると考えられる。 

 

１） 検索条件入力：検索する条件を入力 
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(a) ucodeQR読取、キーワード、ucodeのいずれかに検索条件を入力 

(b) 入力した検索条件の入力欄に合った「検索」ボタンを押す（『検索結果表示』画面へ移動） 

(c) 処理を中止する場合、「メニューへ戻る」ボタンを押す（『メニュー』画面へ移動） 

 

２） 検索結果表示：検索結果を表示 

 

 

 

(a) 閲覧を終了する場合、「戻る」ボタンを押す（『検索条件入力』画面へ移動） 

(b) 公物情報にある詳細タブまたはＭＡＰタブを押下すると、その情報が表示される 



26 

 

 
 

６．ＰＤＦをアップロードする 

 本システム案は，データ入力の作業を可能な限り軽減したうえで如何に情報検索等の作業

をおこなうことができるかを見るため，現在使われている台帳・帳票といった紙資料をスキャン

し，PDFファイルとして利用することを考えている（上でも述べたように，今後は新規のデータ入

力作業も必要となってくると考えられる）。そのため本機能は，電子化した書類をデータベース

に取り込む際の利用を想定している。 

 

１） PDFアップロード：アップロードするＰＤＦファイルを選択 

 

 

 

(a) 「参照…」ボタンを押す（『ファイルの選択』画面へ移動） 

(b) ファイルの選択画面が開くので、アップロードするＰＤＦファイルを選択し「開く」ボタンを押

す 
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(c) 「アップロード」ボタンを押す（『アップロード完了』画面へ移動） 

(d) 処理を中止する場合、「メニューへ戻る」ボタンを押す（『メニュー』画面へ移動） 

 

２） アップロード完了：ＰＤＦのアップロードが完了したことを確認 

 

 

 

(a) 処理を中止する場合は、「戻る」ボタンを押す（『PDFアップロード』画面へ移動） 

(b) ucodeの取得をおこなう場合、「ucode取得」ボタンを押す（『ucodeQR発行』画面へ移動） 

(c) ucodeの選択をおこなう場合、「ucode選択」ボタンを押す（『発行済みucode選択』画面へ移

動） 

 

３） ucodeQR発行：ucodeQRの発行をおこなう 
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(a) ucodeQRの印刷をおこなう場合、「ucodeQR印刷」ボタンを押す（『ucodeQR印刷完了』画面

へ移動） 

(b) 続けてＰＤＦのアップロードをする場合、「PDFアップロード」ボタンを押す（『PDFアップロー

ド』画面へ移動） 

(c) 処理を中止する場合、「メニューへ戻る」ボタンを押す（『メニュー』画面へ移動） 

 

４） ucodeQR印刷完了：ucodeQRの印刷が完了したことを確認 
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「戻る」ボタンを押す（『ucodeQR発行』画面へ移動） 

 

５） 発行済みucode選択：発行済みのucodeの選択をおこなう 

 

 

 

(a) 発行済みのucodeの選択をおこなう 

(b) 「登録」ボタンを押す（『発行済みucode選択完了』画面へ移動） 

(c) 処理を中止する場合は、「戻る」ボタンを押す（『ＰＤＦアップロード完了』画面へ移動） 

 

６） 発行済みucode選択完了：発行済みのucodeの登録を完了したことを確認 
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「戻る」ボタンを押す（『発行済みucode選択』画面へ移動） 

 

７．UC端末に公物の管理情報をダウンロードする 

 本機能は，現場での業務支援を目的として，公物情報をユビキタスコミュニケータと呼ばれる

携帯端末（写真）にダウンロードする際の利用を想定している。 

 

 
 

１） ダウンロード：公物の管理情報をダウンロードする 

 



31 

 

 

(a) 「ダウンロード」ボタンを押す（『ダウンロード完了』画面へ移動） 

(b) 処理を中止する場合、検索条件を変更する場合は、「戻る」ボタンを押す（『メニュー』画面

へ移動） 

 

２） ダウンロード完了：UC端末に公物の管理情報をダウンロードする 

 

 

 

(a) 画面中央にある/plan/dl/public_article.csvを右クリックし、対象をファイルに保存を押し、適

当な場所に保存する 
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(b) UC端末のSDカードを事務所用PCに読み込ませる 

(c) マイコンピュータからリムーバブルディスクと表示されるドライブのsysフォルダ内に①で保

存したpublic_article.csvをコピーする 

(d) 処理を中止する場合、ダウンロードが完了した場合は、「戻る」ボタンを押す（『検索結果表

示』画面へ移動） 

(e) ハードウェアの安全な取り外しをおこなう（９）に従って、SDカードの取り外しをおこなう 

 

８．UC端末の更新データをアップロードする 

 本機能は，携帯端末を用いた現場での作業の後に，更新されたデータをアップロードする際

の利用を想定している。将来的には，無線LAN等により，現場にいながら更新データのアップ

ロードが可能になることも予想される。 

 

１） アップロード：UC端末の更新ファイルを選択する 

 

 

 

(a) ＵＣ端末のSDカードを事務所用PCに読み込ませる 

(b) 「参照…」ボタンを押す（『ファイルの選択』画面へ移動） 

(c) ファイルの選択画面が開くのでマイコンピュータからリムーバブルディスクと表示されるドラ

イブのreg.csvを選択し、「開く」ボタンを押す 

(d) 「アップロード」ボタンを押す（『アップロード完了』画面へ移動） 

(e) 処理を中止する場合、「メニューへ戻る」ボタンを押す（『メニュー』画面へ移動） 

 

２） アップロード完了：アップロードの完了を確認 



33 

 

 

 

(a) “アップロードしました“というメッセージを確認する 

(b) ハードウェアの安全な取り外しをおこなう（９）に従って、SDカードの取り外しをおこなう 

(c) 処理を終了する場合、「戻る」ボタンを押す（『アップロード』画面へ移動） 

 

９．ハードウェアの安全な取り外しをおこなう 

(a) パソコンの画面右下にあるタスクトレイの「ハードウェアの安全な取り外し」アイコンをダブル

クリックする 

(b) 表示されたハードウェアの安全な取り外し画面の「停止」ボタンをクリックする 

(c) ハードウェア デバイスの停止画面が表示されるので、停止するデバイスを選択し、「OK」

ボタンをクリックする 

(d) パソコンの画面右下にあるタスクトレイの「ハードウェアの安全な取り外し」アイコンからポッ

プが表示され、ハードウェアを安全に取り外せる旨の内容が表示される 

(e) デバイスの取り外しをおこなう 

 

4.3 本システムが公物管理業務に与える影響についてのイメージ 

 以上のような諸機能を持つ本システムを利用することにより，情報収集，情報管理，情報活

用の各面において業務の効率化が図られると考えられる。以下の図は道路巡回（通常パトロ

ール）と外部要請緊急パトロールにおける現行業務と将来業務を比較したイメージ図である。 

 まず道路巡回（図8）においては，現行業務では以下のような課題が指摘されている。 

• 巡回のために危険箇所や未処置箇所を確認する際に，紙の巡回日誌に当たらなければな

らないため，確認に多大な時間と手間がかかる。また，劣化等の危険度を事前に把握できな
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い。 

• 現場においては，場所把握のために常に台帳附図との照合が必要であり，附属物等の諸元

情報や重要点検箇所がわからない。 

• 巡回後の対応においても，野帳にメモした情報を後ほどパトロール日誌システムに入力する

ため手間がかかる。また，巡回日誌から作業指示書を作成するため，類似書類の作成も含め

二重作業が生じているという問題や，状況把握・設計要否確認のための事象の整理・集計（手

作業）に手間がかかる。 

 これらの点に関しては，本システムの利用により， 

• ICタグにより前回点検時の情報が現地で確認可能となり，また，道路台帳の電子化・一元化

により工事情報・占有情報を容易に確認することが可能となる。 

• 携帯端末での情報取得や道路台帳データとの連携により，巡回作業情報の入力に関わる

負荷が軽減される。また，紙の道路台帳への反映が不要となり業務負荷が軽減される。 

という効果が期待できる。 

 

 

図8：道路巡回の現行業務と将来イメージ 

 

 次に外部要請緊急パトロール（図9）においては，現行業務では以下のような課題が指摘さ

れている。 

• 苦情情報の履歴共有ができていないため，毎回対応策の検討に時間を要するという問題が
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あり，また通報する側の住民および通報を受ける側の事務所・出張所の双方にとって，口答で

事象の位置を正確に伝達・把握することが困難である。 

 この点に関しては，本システムの利用で苦情情報が共有されることで対応の迅速化が図られ，

また，必要な対策の度合いを検討することができる。また，検索機能の利用により、場所・状況

および過去の通報・作業履歴を迅速に把握することができる。 

 

 

図9：外部要請緊急パトロール 

 

5. 今後の課題と展開 

 本研究では，IT技術を用いた公物管理業務の効率化・高度化のための一手法として，固有

識別子uコードを用いた情報システム案の開発をおこなった。具体的には，スキャニングにより

電子化した公物管理台帳をもとに公物情報の登録・検索等ができるようにし，また携帯端末を

用いた現場での情報の参照・検索等もできるように設計した。 

 今後，本システムが業務の実際の場面で利用されるためには，いくつかの課題が挙げられ

る。 

 まずは，データに関する問題で，現在でもパトロール日誌システムやMICHIシステムなどの
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システムが存在し，これら既存のデータベースとどのように連携を取っていくかを熟慮する必要

がある。その際には，システムに盛り込むべき情報，効率的な作業に必要な情報を洗い出し，

その情報をどのようにデータベース化すればよいかというデータ構造の問題とともに考えること

が重要である。 

 また，今回はuコードという固有の識別子を用いて公物およびその情報をコード化したが，現

在でも公物管理においては既存のコード体系（たとえば灯柱番号）が存在する。これらとの関

連付けをどう記述するのかという点に関しては，uコード間の関係性をどのように記述しデータ

ベース化するのかという問題とともに考慮が必要である。 

 最後に，今回のシステム案設計およびその初歩的な利用で明らかになったのは，多種多様

な公物管理情報を相互に紐付けるキーとなる情報としての「場所」の重要性である。ユビキタス

ネットワーキングの分野でも，ユビキタス空間情報社会基盤の整備を進めるに当たって，空間

の重要性が認識されつつあるが，その際考えなければならない問題が，「場所をどのように特

定・記述するか」という点である。公物管理に特化すると，「道路票（キロポスト）」が場所特定の

ための基本的な情報として大きな候補となる。先ほど述べた既存のデータシステムやコード体

系との関連と同じく，こういった既存の場所特定のためのシステムとuコードとの関連も今後詳

細に詰めていく必要がある。さらには，GPS場所情報（緯度・経度）との関連も，とくに河川の管

理において重要となってくる。またこれらに関連して，センサなどとの組み合わせやCALSおよ

び地理空間プラットフォームとの連動も将来的な視野に入れておくとよいと考えられる。 

 以上を総合的に考え，実際に現場で作業に従事する方々が使いやすいシステムとなるよう，

今後設計・評価・再構築のサイクルを繰り返しておこなくことが求められる。そのためには，現

場でのシステム利用の効果確認や利用者の教育を少しずつ進めることが肝心で，理想的には，

携帯端末の利用しやすさなどハード・デバイス的側面からの考察と，利用者に重点を置いた

人間的側面からの考察の両者がともにおこなわれていくことが望まれる。とくに後者において

は，管理業務の知識・経験が無い人や緊急時の利用に本システムが有効かどうかを含め，「い

つ，どこで，誰が」利用するのかを考えていくことを通じて，「いつでも・どこでも・誰でも」が利用

可能な公物管理情報システムが実現していくものと考える。 

 
図10：将来の公物管理情報システムのイメージ 
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